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■
小
松
市
民
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

　
「
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
に
つ
い

て
、
専
門
的
立
場
か
ら
審
議
を
行
う
た
め
、

小
松
市
民
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
医
師
の
確
保
を
は
じ
め
と

し
た
持
続
可
能
な
医
療
環
境
へ
の
取
組
を

プ
ラ
ン
に
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
内
に
お
け
る
銀
行
キ
ャ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
に
代
わ
り
、
院
内
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
利
用
で

き
る
な
ど
の
変
更
点
に
つ
い
て
、
利
用
者

へ
の
よ
り
一
層
の
丁
寧
な
説
明
や
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
に
つ
い
て

　

市
内
の
小
学
校
６
年
生（
国
語
・
算
数
）

と
中
学
校
３
年
生（
国
語
・
数
学
・
英
語
）

を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
調
査
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
基
本
的
事
項
は
理
解
で
き
て

お
り
、
条
件
に
応
じ
て
考
え
を
表
現
す
る

等
活
用
力
を
養
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
本
調
査

の
結
果
を
分
析
し
、
各
学
校
で
学
力
向
上

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、
改
善
や
対
策
を
実

行
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
生
徒
の
教
育
は
保
護
者

が
学
校
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
べ
き
問
題

で
、
保
護
者
も
学
校
任
せ
に
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
学
校
を
支
え
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
イ
ン

ド
が
落
ち
て
い
る
児
童
が
少
な
か
ら
ず
い

る
と
感
じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
生
徒
が

自
信
を
も
っ
て
挑
戦
で
き
、
自
己
肯
定
感

を
持
て
る
よ
う
、
今
後
と
も
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
中
学
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
石
川
県
大
会

及
び
小
学
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
開
催

に
つ
い
て

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
お
す
す
め
の
本

を
紹
介
す
る
書
評
合
戦
で
あ
り
、
読
書
活

動
を
通
し
て
、
様
々
な
分
野
へ
の
知
的
好

奇
心
を
高
め
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
な

が
ら
思
考
力
、
表
現
力
、
聴
く
力
等
を
身

に
付
け
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

お
す
す
め
本
は
、
図
書
館
で
も
展
示
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
、
委
員
か
ら
は
読
書
活
動

を
促
す
興
味
深
い
大
会
で
あ
り
、
実
施
に

期
待
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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岡
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■
議
案
第
61
号　

小
松
市
大
倉
岳
高
原
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
収
支
の
改
善
、
利
便
性
の
向
上
、
ス
キ
ー

人
口
及
び
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
口
の
裾
野
拡

大
、
通
年
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
リ
フ
ト
券
の
種
類
及
び
料
金
の
見

直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

シ
ー
ズ
ン
券
の
購
入
に
つ
い
て
も
促
進

す
る
こ
と
や
、
シ
ニ
ア
層
に
目
を
向
け
た

方
策
を
検
討
す
る
こ
と
、
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
キ
ー
場
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
も

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
47
回
小
松
市
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
に
つ

い
て

　

第
47
回
目
を
迎
え
る
今
年
度
の
ど
ん
ど

ん
ま
つ
り
は
、
小
松
市
民
・
市
内
商
工
業

者
と
と
も
に
、「
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
復
活

を
契
機
に
小
松
市
民
の
元
気
を
生
み
出
す
」

「
北
陸
新
幹
線
小
松
駅
開
業
間
近
、
新
し
い

小
松
に
向
け
て
」「
小
松
の
今
を
知
り
、
市

民
・
企
業
が
交
流
す
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
を

目
指
し
て
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
、
こ
ま

つ
の
街
に
賑
わ
い
を
生
み
出
せ
る
地
域
イ

ベ
ン
ト
を
目
指
し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

お
旅
ま
つ
り
の
際
に
人
流
デ
ー
タ
を
計

測
し
た
仕
組
み
を
、
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
で

も
採
用
し
、
今
後
の
集
客
に
向
け
て
活
用

し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

■
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
寄
贈
に
つ
い
て

　

小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
設
立
65

周
年
記
念
と
し
て
、
小
松
市
の
文
化
振
興

の
た
め
に
２
０
０
万
円
相
当
の
ご
寄
附
を

し
て
い
た
だ
け
る
と
の
お
申
し
出
が
あ
り
、

協
議
の
結
果
、
加
賀
立
国
１
２
０
０
年
祭

に
合
わ
せ
、
加
賀
国
府
も
の
が
た
り
館
を

は
じ
め
と
す
る
小
松
東
部
地
域
の
周
辺
促

進
の
た
め
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
一
式
が
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
の
今
後
の
取
組

と
し
て
、
設
置
箇
所
に
は
屋
根
を
設
け
る

な
ど
、
自
転
車
が
雨
ざ
ら
し
に
な
ら
な
い

よ
う
工
夫
す
る
こ
と
や
、
利
用
状
況
に
よ

り
設
置
場
所
や
管
理
方
法
に
つ
い
て
随
時

見
直
し
を
図
る
こ
と
、
ま
た
自
転
車
の
ド

レ
ス
ガ
ー
ド
に
よ
る
広
告
利
用
に
つ
い
て

活
用
を
進
め
る
よ
う
に
と
い
っ
た
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

委
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■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に

つ
い
て

　
現
時
点
で
小
松
基
地
に
お
け
る
訓
練

計
画
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

訓
練
計
画
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
情

報
提
供
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
国
の
令
和
６
年
度
概
算
要
求
に
つ
い

て
　
住
宅
防
音
工
事
を
は
じ
め
、
障
害
防

止
、
騒
音
防
止
、
道
路
改
修
な
ど
防
衛

施
設
周
辺
の
生
活
環
境
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て
必
要
な
措
置
を
行
う
基
地
周
辺

対
策
経
費
は
、
令
和
６
年
度
概
算
要
求

額
１
、
４
０
６
億
円
で
、
前
年
度
に
対

し
11
・
０
％
の
伸
び
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
小
松
基
地
関
連
で
は
、
Ｆ

－

35
Ａ
の

取
得
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
に
４

機
、
令
和
８
年
度
に
８
機
、
令
和
９
年

度
に
８
機
配
備
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
Ｆ

－

35

Ａ
操
縦
者
訓
練
施
設
等
の
整
備
に
係
る

費
用
、
Ｆ

－

15
受
入
施
設
の
整
備
に
係

る
費
用
、
第
６
航
空
団
司
令
部
庁
舎
の

建
替
に
関
す
る
基
本
検
討
に
係
る
費
用

と
し
て
、
約
48
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
小
松
基
地
の

定
員
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

Ｆ

－

35
Ａ
を
運
用
す
る
う
え
で
必
要
な

態
勢
を
整
備
す
る
た
め
、
約
70
名
増
員

と
な
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

事
業
所
の
防
音
工
事
に
つ
い
て
も
、

特
に
う
る
さ
さ
指
数
が
85
Ｗ
以
上
の
区

域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
つ
い
て
対

象
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
予
算
確

保
の
要
望
に
努
め
て
い
く
よ
う
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
航
空
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

　
航
空
プ
ラ
ザ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
８
月
末
の
来
館
者
数
は
昨

年
度
に
比
べ
11
・
６
％
増
の
約
９
万
８

千
人
、
夏
休
み
期
間
中
の
来
館
者
数
は
、

昨
年
度
に
比
べ
11
％
増
の
約
３
万
５
千

人
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
前
の
来
館
者
数
に

戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
施
設
改
修
に
つ
い
て
、
１
階

大
展
示
場
及
び
小
展
示
場
の
照
明
改
修

工
事
等
を
実
施
予
定
で
あ
り
準
備
を
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
施
設
の
老
朽
化
や
今
後
の
来
館
者
の

増
加
な
ど
を
踏
ま
え
、
小
松
空
港
及
び

イ
ン
タ
ー
等
の
周
辺
ア
ク
セ
ス
環
境
と

一
体
的
に
捉
え
た
整
備
を
県
と
連
携
し

て
検
討
し
て
い
く
よ
う
望
む
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
木
場
潟
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
の

宿
泊
機
能
の
廃
止
に
つ
い
て

　
昭
和
48
年
建
設
の
木
場
潟
ス
ポ
ー
ツ

研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
棟
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
築
後

50
年
経
過
し
て
お
り
各
種
設
備
に
不
具

合
が
生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
宿
泊
機
能
に
つ
い
て
も
、
大
広
間

で
雑
魚
寝
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
施
設
の

仕
様
や
機
能
面
で
課
題
の
あ
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い

で
宿
泊
機
能
を
廃
止
す
る
予
定
で
す
が
、

宿
泊
機
能
以
外
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

通
り
と
の
こ
と
で
す
。

■
未
来
型
図
書
館
の
整
備
に
向
け
た
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

　
現
在
、
芦
城
公
園
内
の
公
共
施
設
の

集
約
・
再
編
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
図
書
館
、
博

物
館
、
公
会
堂
の
機
能
の
再
編
・
見
直

し
を
図
り
つ
つ
、
未
来
型
図
書
館
に
そ

の
機
能
を
集
約
す
る
方
向
で
、
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
芦
城
公
園

外
へ
機
能
移
転
す
る
こ
と
と
し
、
ホ
ー

ル
機
能
に
つ
い
て
は
都
市
公
園
法
で
設

置
可
能
な
公
園
施
設
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
。
ま
た
、
市
内
の
既
存
施
設
の
活

用
や
民
間
事
業
者
に
お
け
る
整
備
計
画

が
あ
る
こ
と
。
将
来
の
人
口
動
向
な
ど

も
踏
ま
え
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と
と

ら
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
に
通

い
づ
ら
い
子
供
た
ち
が
相
談
し
や
す
い

立
地
に
あ
る
た
め
、
移
転
先
に
つ
い
て

十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見

や
、
ホ
ー
ル
機
能
に
関
し
て
は
、
そ
の

必
要
性
や
あ
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

■
こ
ま
つ
ド
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
の
利
活
用

提
案
に
つ
い
て

　
ア
リ
ー
ナ
利
活
用
の
優
先
交
渉
権
者

の
決
定
に
あ
た
り
、
公
営
競
技
の
導
入

に
お
い
て
、「
事
業
の
収
支
計
画
の
実

現
性
」、「
地
元
や
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
事
業
で
あ
る
か
」、「
必
要
と
な
る

国
の
許
認
可
を
得
ら
れ
る
の
か
」
の
３

点
に
つ
い
て
適
正
か
ど
う
か
を
調
査
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
先
行
事
例
の

千
葉
市
で
は
、
車
券
販
売
の
売
上
が
伸

び
悩
み
、
打
開
策
と
し
て
独
自
の
車
券

購
入
サ
イ
ト
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
収
支
動
向
を
注
視
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
当
委
員
会
も
先
日
千
葉
市
へ
行
政
視

察
を
行
い
、
収
益
や
施
設
活
用
な
ど
に

つ
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
対
応
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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梅
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濵
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議　案　名

会派自民 小松志士の
会

自民党
こまつ 無会派

議
決
結
果

灰
田
　
昌
典

表
　
　
靖
二

高
野
　
哲
郎

吉
本
慎
太
郎

梅
田
　
利
和

南
藤
　
陽
一

岡
山
　
晃
宏

村
中
　
　
洋

斎
藤
　
和
美

吉
柴
　
文
悟

宮
西
　
健
吉

中
西
　
　
肇

濵
口
　
淳
也

木
村
　
賢
治

川
崎
　
順
次

吉
村
　
範
明

深
田
　
博
智

橋
本
　
米
子

片
山
瞬
次
郎

木
下
　
裕
介

東
　
　
浩
一

その他議案
（1件）

第65号　令和４年度小松市歳入歳
出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 認

定

請願
（1件）

第２号　健康保険証廃止の中止等
を求める意見書採択の請願 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ×

不
採
択

議員提出議案
（１件）

第５号　表議員に小松市監査委員
並びに小松市議会倫理推進委員長
及び公共施設マネジメント検討特
別委員長の辞任を求める決議

× × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 × ○ × 否
決

その他案件
（1件）

議員の派遣について（小松空港国
際化推進石川県議会議員連盟　中
国・タイ・香港訪問団）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可
決

※新田寛之議長、東浩一副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。新田寛之議長は採決には加わりません。

◆9月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案
（２件）

第58号 令和５年度小松市一般会計補正予算（第３号） 可決

第59号 令和５年度小松市介護保険事業特別会計補正予算(第１号) 〃

条例案
（3件）

第60号 小松市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
について 〃

第61号 小松市大倉岳高原スポーツ・レクリエーション施設設置条例の一部を改正する条例
について 〃

第62号 小松市火災予防条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案
（4件）

第63号 町の区域の変更及び字の区域の廃止について 〃

第64号 財産の取得について 〃

第66号 令和４年度小松市公営企業会計決算の認定について 認定

第67号 令和４年度小松市公営企業会計未処分利益剰余金の処分について 可決

市長提出追加
議案

（3件）

第68号 教育委員会委員の任命について 同意

第69号 監査委員の選任について 同意

第70号 公平委員会委員の選任について 同意

議員提出議案
（1件） 第４号 市長において専決処分することができる事項の追加指定について 可決

その他案件
（1件） 議員の派遣について（市町村議会議員特別セミナー（参加）） 〃
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　今年の夏は異常な暑さとなり、小松市では観測史上最高となる40
度を観測しました。その暑さは９月に入っても続き、秋祭りと共に
行われる子ども獅子にも影響が出ているようです。季節の移ろいを
感じさせる行事のはずが、熱中症対策が必要な過酷なものに。人手
不足による伝統行事の継続が難しくなっている昨今、暑さの問題は
今年限りでと願うばかりです。

　さて、議会だよりも自分が副委員長として携わってから３号目の発行となりま
した。編集委員会では読み手の皆さんに議会の内容を見やすくわかりやすく、あ
らゆる世代に広くお伝えできる広報誌を目指し、時代に沿った手法を取り入れ、
変化し続けてまいりますので今後ともご愛読ください。	 (吉柴　文悟)

議会だより編集委員会
委員長　　岡山　晃宏
副委員長　吉柴　文悟
委　員　　木村　賢治
　　　　　深田　博智
　　　　　斎藤　和美
　　　　　片山瞬次郎

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）
https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

小松市
イメージキャラクター
カブッキー

日 月 火 水 木 金 土

予 定 12月定例会の日程 ※日程は変更になる場合があります。
【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138
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11月27日には
市長による提案説明、
12月５・６・７日には
市政に対する一般質問、
12月15日には
予算案等への質疑、
12月22日には
委員長報告等が
行われます。
小松市政について、
活発な議論が
行われますので
ぜひご覧ください。

要チェ
ッ
ク！

本会議（開会）

予算決算常任委員会
総括質疑

常任委員会（分科会）

議会運営委員会
本会議（閉会）

一般質問

議会運営委員会

一般質問 常任委員会
（分科会）代表質問

傍聴可能なもののみ記載傍聴可能なもののみ記載

予算決算
常任委員会

常任委員会（分科会）
特別委員会

編 集 後 記

　議会だよりをより多くの皆さんにいち早く提供できるよ
う、スマートフォン用広報紙配信アプリ「マチイロ」を導入
しました。このアプリをダウンロードすると、いつでもどこ
でも手軽に議会だよりを読むことができます。

議会だよりがスマホで読める！
「マチイロ」を導入しました！

「マチイロ」ダウンロードはこちらから▶

専門家による無料相談会
日時●11月18日㈯・12月16日㈯・令和6年1月20日㈯
　　  ９時～11時30分

会場●小松商工会議所
問い合わせ先：担当 　竹内　TEL 0761-22-9990

サポートネット

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。
不動産鑑定士

澤矢　豊伸
TEL0761-21-1122

弁護士

杉本　昌之
TEL0761-24-3633

中小企業診断士
社会保険労務士

竹内　広幸
TEL0761-22-9990

司法書士
行政書士

田中　一生
TEL0761-48-7040

税理士
行政書士

谷口　勇一
TEL0761-76-5503

弁護士

中西　祐一
TEL076-256-5413

土地家屋調査士
行政書士

山崎　豊
TEL0761-20-3175

◆法律　　　　◆人事・給与
◆債権回収　　◆会社設立
◆多重債務　　◆相続
◆完済過払　　◆事業承継
◆税金　　　　◆農地転用・開発行為
◆登記　　　　◆事業計画
◆不動産評価　◆公的年金　　 等の




